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12
月
６
日
に
閉
会
し
た
区
議
会
第
４
回
定
例
会
に
、
下

井
草
児
童
館
の
廃
止
に
関
わ
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

杉
並
区
は
「
区
立
施
設
再
編
整
備
計
画
」
で
、
児
童
館

の
全
館
廃
止
方
針
を
示
し
、
こ
れ
ま
で
、
和
泉
、
成
田
西
、

荻
窪
北
の
３
館
を
廃
止
し
ま
し
た
。

児
童
館
廃
止
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
、
左
表
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
区
は
、
児
童
館
と
い
う
施
設
が
な
く
な
っ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
継
続
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
表
に
示
す
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
児
童
館
と
い
う
施
設
そ
の
も

の
が
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
下
井

草
児
童
館
の
廃
止
に
反
対
し
ま
し
た
が
、
自
民
、
公
明
、

立
民
、
社
民
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

区
は
、
今
後
３
年
間
で
、
こ
の
下
井
草
も
含
め
、
９
館

の
児
童
館
を
廃
止
す
る
計
画
を
示
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
、
ひ
き
こ
も
り
、
虐
待
、
貧
困
な
ど
、
子
ど
も

を
巡
る
問
題
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
身
近
な
場
所
で
、
多

世
代
に
開
か
れ
た
児
童
館
は
、
遊
び
や
文
化
活
動
を
通
し

て
、
子
ど
も
や
大
人
同
士
が
つ
な
が
り
、
育
ち
あ
え
る
場

と
し
て
杉
並
が
全
国
に
誇
る
も
の
で
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
す
べ
て
の
児
童
館
の
存
続
を

強
く
求
め
て
い
ま
す
。

児
童
館
廃
止
で
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
は
ど
う
な
る
？

■下井草児童館の廃止に関わる議案に
対する各会派の賛否

会
派

自
民

公
明

平
和

共
産

自
無

未
来

立
憲

杉
わ

美
杉

無維
新

す
自

賛
否〇〇〇×〇〇〇×〇〇〇〇

※未来（国民民主党議員が所属） 平和（社民党、

ネット議員が所属） 自無（自民党議員が所属）

乳幼児(親子)の居場所→14館の子ども子育てプラザへ

小学生の居場所→小学校内での放課後等居場所事業へ

中学生の居場所→新たな中高生の居場所を検討

学童クラブ→小学校での整備、児童館施設の転用

廃止、施設再編後は・・・

問題点は？

●乳幼児親子の居場所となる児童館は41館だったが、

14館の「子ども子育てプラザ」となるため、施設数

としては３分の１に減少。

●小学生の居場所が、小学校内での放課後等居場所

事業となることで、土日の利用、児童館特有のおや

つ、ゲームの持ち込み、お泊りキャンプなどが出来

なくなる。また、不登校の子どもは、そもそも学校

に行けない。

●学童クラブの小学校への移転については、複数の

学童クラブを小学校内へ移設する場合、150人、20

0人規模に肥大化

●中高生の居場所は、児童館廃止で居場所自体がな

くなる。

児
童
館
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

す
べ
て
の
児
童
館
の
存
続
を

■今後３年間で廃止計画が示された児童館

下井草、高円寺北、堀ノ内南、浜田山、

高円寺中央、東原、大宮、成田、永福南

自民、公明、立民、社民などが賛成廃止に

子どもたちの大切な居場所 下井草児童館

児童館施設
（当初４１館）
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区
議
会
第
４
回
定
例
会
で
、
党
区
議
団
は
、

高
齢
者
福
祉
（
介
護
保
険
制
度
改
悪
と
執
行
率

の
低
さ
）
に
つ
い
て
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

今
年
度
、
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
抑
制
、

利
用
料
の
３
割
負
担
導
入
、
介
護
報
酬
引
き
下

げ
等
、
介
護
保
険
制
度
の
改
悪
が
強
行
さ
れ
、

利
用
者
や
区
内
事
業
者
等
、
介
護
現
場
に
重
大

な
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

杉
並
区
内
の
介
護
現
場
で
発
生
し
て
い
る
事

例
を
取
り
上
げ
、
区
の
認
識
と
国
へ
の
対
応
を

求
め
ま
し
た
が
、
区
は
〝
事
態
を
注
視
す
る
〟

と
の
不
十
分
な
答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た

前
年
度
決
算
で
、
高
齢
者
の
地
域
包
括
ケ
ア

の
推
進
に
関
わ
る
諸
施
策
の
執
行
率
が
極
め
て

低
い
実
態
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
17
施
策
の
う
ち
、

８
施
策
が
執
行
率
80
％
を
切
っ
て
い
ま
す
。

（
左
上
表
）

執
行
率
の
低
さ
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
の

上
で
も
問
題
で
あ
り
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
「
ご
指
摘
の
通
り
分
析
し
て
い
る
。
今
後

適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。
改
善

を
約
束
し
ま
し
た
。

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
調
理
や
買
物
が

困
難
、
見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
に
対
し
、
食

事
の
提
供
と
と
も
に
、
安
否
確
認
を
し
、
健
康

状
態
等
を
継
続
的
に
見
守
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
利

用
者
は
１
０
０
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
間
の
利
用
対
象
者
の
厳
格
化
や
民
間
サ
ー

ビ
ス
の
代
替
等
に
よ
り
利
用
人
数
が
減
少
。
執

行
率
は
60
％
程
度
と
低
い
状
況
で
す
が
、
事
業

は
継
続
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
区
は
、
利
用

者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
等
を
理
由
に
「
今

年
度
で
事
業
を
廃
止
す
る
」
と
表
明
。
利
用
者

に
と
っ
て
は
、
重
大
な
問
題
で
す
。

執行率の低い介護施策の拡充を
施策名 執行率

介護保険事業者支援 48.4％

高齢者いっときお助けサービ 70.0％

高齢者配食サービス 60.4％

高齢者住宅改修費助成 68.9％

高齢者２４時間安心ヘルプ 59.5％

高齢者緊急安全システム 77.7％

介護保険住宅改修理由書作成
に対する助成

23.9％

介護サービス利用低所得者の
負担軽減

59.0％

介
護
保
険
制
度
改
悪
の
影
響

は
深
刻

毎
週
木
曜
日
、
朝
の
西
荻
窪
駅
で
の
宣
伝

荻窪地域での都区政報告会
（12月7日）

２
０
１
８
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
で
、
今
年
も
元
気
に
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

区
政
で
も
、
国
政
で
も
、
暴
走
政
治
が
横
行

し
て
い
る
と
き
、
私
は
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
、
区
民
が
主
人
公
の
区
政
を
め
ざ
し
、
２

０
１
９
年
も
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

く
す
や
ま
美
紀

見
守
り
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
廃

止
に
・
・
・

地
域
包
括
ケ
ア
の
低
執
行
率


